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★表紙の写真

ひろげよう 
あいさつのおもてなし

 「あいかつ（あいさつがひびきあ

うあいさつ活動）」での一コマで

す。

　元気いっぱいの子どもたちの声

が気持ち良い朝を迎えさせてくれ

ました。

　一緒にいる大人も笑顔になるそ

のような朝の活動でした。

今月の主な内容
Ｐ４～５ 
　平成30年の火災発生状況、 
　住宅用火災警報器を必ず 
　設置

Ｐ６～７ 
　当初予算の概要

便利です！
市報は、いつでもどこでも
あなたのそばに…
　市ホームページ、マイ広報紙

（ＱＲコード）、マチイロアプリか
ら広報紙「市報さ
ど」がご覧いただ
けます。

「
あ
い
さ
つ
が
ひ
び
き
あ
う
あ
い
さ
つ
活
動
」

　

〜
あ
い
か
つ
で
気
持
ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
を
行
っ
て
い
ま
す
〜

　

気
持
ち
を
伝
え
る
あ
い
さ
つ
、
相
手
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
あ
い
さ
つ

と
し
て
、「
あ
い
さ
つ
の
お
も
て
な
し
活
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
各
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
あ
い
さ
つ
活
動
を
よ
り
活

性
化
し
、
児
童
生
徒
の
ほ
か
に
教
育
委
員
会
の
職
員
な
ど
大
人
も
一
緒

に
参
加
し
、
全
島
一
斉
の
取
り
組
み
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

１
日
の
始
ま
り
を
元
気
に
ス
タ
ー
ト
す
べ
く
、
あ
い
さ
つ
隊
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
か
ぶ
り
も
の
や
、
の
ぼ
り
を
掲
げ
、
登
校
す
る
児
童
や
道
行

く
皆
さ
ま
へ
元
気
よ
く
「
あ
い
さ
つ
で
お
も
て
な
し
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

気
持
ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
で
、「
あ
い
さ
つ
で
お
も
て
な
し
」
を
広

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

あいさつ隊キャラクターの 
かぶりものをかぶり、大きな声で 
あいさつをしています！

市報さど　令和元年5月号



佐渡にちなんだあいさつ隊キャラクターを一部ご紹介 !

お問い合わせ　教育委員会学校教育課　☎５８―７３５１

教育委員会では、 「あいかつの日」を設定し、 学校を訪問して、あいさつ活動を 行っています！

あ
い
か
つ
ポ
ス
タ
ー
を 

掲
示
し
て
く
れ
る
お
店
な
ど
を 

募
集
し
て
い
ま
す
！

市報さど　令和元年5月号3
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平成30年の火災発生状況
　平成 30 年の火災件数は 32 件と、佐渡市合併以降最も少ない件数を記録した平成 28 年と
前年に比べ 13 件増加しました。火災による死者は発生しませんでしたが、10 人の方が負傷
しています。負傷者のうち６人は煙を吸ったり、消火中に火傷を負った高齢の方でした。
　今年に入り、建物火災が３月末までに７件発生し、３人の方が亡くなられています。過去
の住宅火災の多くは、住宅用火災警報器が正しく設置していれば、大事に至らずに済んだ可
能性があります。市の設置率は県平均に比べ、低い状況です。いち早い火災の発見、逃げ遅
れを防ぐため住宅用火災警報器を設置してください。
　毎年、野焼きによる火入れ行為の火災が多く発生しています。野焼きは原則禁止となって
いますので、火入れ行為はやめましょう。

日常の火の取り扱いには十分注意し、 
必ず火の元を点検する習慣をつけましょう。

地区別火災件数

区分

地区名
件数

件数の内訳 焼損棟数 死傷者数
建物

林野 車両 船舶 その他 全焼 半焼 部分焼 ぼや 死 者 負傷者うち住
宅火災

両　津 7 6 5 1 7 8 4 4
相　川 4 3 1 1 1 1 1 1
佐和田 4 1 3 1
金　井 3 1 1 1 1 1
新　穂 5 3 2 2 2 1 2 1
畑　野 3 2 1 1 1 2 1
真　野 1 1 1 1 1 1
羽　茂 2 1 1 1 1 1 1
小　木 2 1 1 1
赤　泊 1 1 1
合　計 32 19 12 0 5 0 8 14 2 10 11 0 10

出火原因別

原因

種別
件数

件数の内訳 死傷者数

こんろ たばこ スト 
ーブ 排気管 火入れ

電気機
器・配
線機器

火遊び スプレ 
ー缶 その他 不明・

調査中 死者 負傷者

建　物 19 1 1 1 1 2 3 1 2 2 5 8
林　野 0
車　両 5 1 1 2 1
船　舶 0
その他 8 1 1 1 5 2

計 32 1 2 2 3 7 4 1 4 3 5 0 10
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あなたの命と地域を守るため、住宅用火災警報器を 
必ず設置してください！

住宅用火災警報器はきちんと作動しますか？
　住宅用火災警報器が適切に機能するためには維持管理が重要です。「いざ」という時に住宅用火災警報器
がきちんと作動するよう、日ごろからお手入れをしましょう。

 ポイント 
・定期的にひもを引いたり、点検ボタンを押したりなどして作動確認を行いましょう。
・電池切れやセンサー等の寿命により交換も必要です。10 年を目安に本体を交換してください。
・電池が切れそうになった際に音や光で知らせてくれる機種もあります。
お問い合わせ　消防本部予防課　予防係　☎５１―０１２３

高齢者のみ世帯などの住宅用火災警報器の購入費を支援します
対象世帯　市民税非課税世帯で、次のいずれかに該当する世帯
　① 75 歳以上の高齢者のみ世帯（今年度中に 75 歳になる方を含む）
　②障がい者を含む世帯
　　（身体障害者手帳１～３級、療育手帳Ａ、精神障害者保健福祉手帳１級をお持ちの方）
対象機器　平成 31 年 1 月 1 日以降に購入したもので、「検」、「NS」マークのある警報器
助 成 額　１個当たり 3,000 円（取り付け費込み）を上限に、１世帯当たり３個まで
申請期限　９月 30 日㈪
手続きに必要なもの　印鑑、振込先の分かるもの（預金通帳等）、領収書
お問い合わせ・お申し込み　市民福祉部高齢福祉課　高齢福祉係　☎６３―３７９０

すべての住宅に設置が義務付けられています。

設置例
必ず設置が必要な場所
・すべての寝室
・ 階段（寝室が２階以上

にある場合）

電池切れに注意！

市報さど　令和元年5月号5
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お勧めして
います
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当初予算の概要をお知らせします

一般会計予算 430億円
平成30年度当初予算比　△21億4,966万6千円（△4.8％）

特別会計をあわせた総額では633億846万円（前年度比18億4,370万円の減）となりました。

　事務事業の検証、見直しを行った一方で、「佐渡市将来ビジョン」で掲げる４つの戦略（観光地域づくりの推進、産業の振
興、災害に強い島づくり、佐渡活性化に向けた地域づくり）を集中的に取り組む予算編成を行いました。

歳入予算のポイント ※かっこ内は前年度比

◎市税の確保、地方交付税・基金繰入金・市債の減額
　○市税 
　　50億1,810万円 【＋8,904万円（＋1.8％）】
　○地方交付税 
　　198億円 【△2億円（△1.0％）】
　○基金繰入金 
　　26億9,243万円 【△3億3,081万円(△10.9％)】
　○市債 
　　36億3,780万円 【△19億840万円（△34.4％）】

歳出予算のポイント ※かっこ内は前年度比

◎普通建設事業の減額
　○合併特例債事業 
　　0円 【△28億3,992万円（皆減）】
　○その他普通建設事業 
　　48億704万円 【△1億5,693万円（△3.2％）】
◎繰出金の減額、補助費等・貸付金の増額
　○繰出金 
　　37億6,372万円 【△2億4,116万円（△6.0％）】
　○補助費等 
　　65億1,292万円 【＋4億3,693万円（＋7.2％）】
　○貸付金 
　　8億8,467万円【＋1億739万円（＋13.8％）】

　その他自主財源には、諸収入 (11 億 9,967 万円 )、使用
料及び手数料（6 億 8,727 万円）などがあります。
　その他依存財源には、地方消費税交付金（10 億 4,000 万
円）などがあります。

　その他には、積立金（6 億 6,978 万円）、維持補修費（5
億 3,017 万円）、投資及び出資金（2 億 8,144 万円）などが
あります。

◆一般会計
< 歳入 > < 歳出 >

歳入総額

430億円
歳出総額

430億円

市　 税
50億1,810万円
11.7%

公債費
76億1,252万円
17.7%

人件費
70億1,914万円
16.3%

扶助費
41億2,930万円

 9.6%
物件費

 67億3,998万円
15.7%

補助費等
65億1,292万円

15.1%

投資的経費
48億1,635万円

11.2%

繰出金
37億6,372万円

8.7%

貸付金
8億8,467万円

2.1%

その他
15億2,140万円
3.6%

繰入金
27億1,763万円
6.3%

自主財源※１
104億5,087万円
24.4%

依存財源※２
325億4,913万円
75.6%

その他自主財源
27億1,514万円
6.4%

地方交付税
198億円
46.0%

県支出金
39億9,691万円

9.3%

市　 債
36億3,780万円

8.5%

国庫支出金
34億2,342万円

8.0%

その他依存財源
16億9,100万円　3.8%

義務的経費※３
187億6,096万円

43.6%

※１　自主財源　市が自主的に収入することができるお金です。　　※２　依存財源　 国や県から定められた額を交付されたり割り当てられたりするお金です。
※３　義務的経費　毎年必ず必要となる固定的な支出で、削減が難しい経費です。
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◆特別会計
　特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計と
区分して経理する会計で、国民健康保険特別会計など
11会計があります。

区　　　分 令和元年度予算 前年度からの増減額
国民健康保険 61億3,000万円 △700万円
後期高齢者医療 7億6,420万円 1,640万円
介 護 保 険 88億   760万円 2億3,080万円
下 水 道 35億1,900万円 5,600万円
小 水 力 発 電 3,500万円 △30万円
歌 代 の 里 4億6,090万円 △300万円
すこやか両津 5億8,160万円 920万円
五十里財産区 19万円 0万円
二 宮 財 産 区 325万円 152万円
新畑野財産区 347万円 188万円
真 野 財 産 区 325万円 48万円

◆市債の状況
　市債は、市が大きな事業を実施する時に借り入れる
お金で、市の借金にあたります。

区　　　分
年度末現在高見込

平成30年度 令和元年度
一 般 会 計 593億1,223万円 557億5,536万円

特別
会計

下 水 道 199億6,897万円 194億6,624万円

すこやか両津 3億3,673万円 2億6,774万円

公営企
業会計

水道事業 143億2,019万円 141億3,140万円

病院事業 0万円 5,590万円

※ 当初予算は平成31年度として編成しましたが、5月以降の元号は
「令和」表記としています。

◆公営企業会計
　公営企業会計は、民間企業と同じような経営をしている事
業で、水道事業会計、病院事業会計があります。

区　　　分 令和元年度予算 前年度からの増減額
水
道
事
業

収益的
収支※4

収入 27億4,866万円 △475万円

支出 27億2,636万円 684万円

資本的
収支※5

収入 14億7,351万円 △2億1,788万円

支出 22億2,448万円 △1億6,421万円

病
院
事
業

収益的
収支※4

収入 15億7,521万円 △7,753万円

支出 19億4,699万円 3,251万円

資本的
収支※5

収入 1億9,602万円 7,813万円

支出 6,341万円 3,643万円
※４　収益的収支　経営活動で発生する利益とそれに対応する経費です。
※５　資本的収支　 将来の経営活動に備えて行う建設改良費や企業債償還金などの

支出とその財源となる収入です。

◆基金の状況
　基金は、市の貯金にあたります。

区　　　分
年度末現在高見込

平成30年度 令和元年度

一
般
会
計

財 政 調 整 基 金 77億4,001万円 68億8,799万円

減 債 基 金 17億9,950万円 16億   725万円

その他特目基金 98億1,848万円 88億4,010万円

定 額 運 用 基 金 10億3,142万円 10億3,161万円

特
別
会
計

国民健康保険事業財政調整基金 4億5,583万円 4億5,587万円

介護給付費準備基金 2億7,617万円 2億   332万円

小水力発電所運営事業基金 1,647万円 2,471万円

特別養護老人ホーム
歌代の里運営基金 1万円 1万円

五十里財産区財政調整基金 1,531万円 1,531万円

二宮財産区財政調整基金 1,359万円 1,359万円

真野財産区基金 266万円 266万円
お問い合わせ　 企画財政部財政課　予算係 

☎６３－３１１４

◆市民一人あたりの予算額

民生費

公債費

総務費

衛生費

土木費

農林水産業費

教育費

消防費

その他
5万円 10万円 15万円 20万円

（平成31年３月31日現在の人口54,656人で計算しています。）

18万1,832円

13万6,536円

11万9,440円

8万6,953円

6万9,130円

6万4,442円

6万418円

3万6,481円

3万1,506円

★民生費…高齢者、障がい者福祉や子育
て支援などに使われるお金

★公債費…市の借入金返済のために使わ
れるお金

★総務費…行政の運営や市税の徴収、広報
紙の発行などに使われるお金

★衛生費…ごみ処理や保健事業などに使
われるお金

★土木費…道路や公営住宅の整備などに
使われるお金

★農林水産業費…農林水産業の振興など
に使われるお金

★教育費…学校教育の充実や生涯学習の
推進などに使われるお金

★消防費…防災や救急活動などに使われ
るお金

★その他…議会費、労働費、商工費、災
害復旧費、予備費など
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両津図書館　リニューアルオープン記念講演会　3/17

地域おこし協力隊活動紹介　フリートークショー　3/21

身近にある竹林を学んだ　世界農業遺産　佐渡めぐり塾　3/30

火の用心を願い　春の火災予防運動　4/7

　新潟市の図書館行政に長く携わられた松原伸直
さんを講師に迎え、「図書館をくらしに生かそう
～はじめての図書館、これからの図書館～」と題
した講演会が両津図書館で開催されました。
　図書館の目的や市民との協働により運営する図
書館など全国の図書館の情報を多数の写真ととも
に紹介され、参加者からは「佐渡市の図書館のあ
るべき姿」や「新潟市での図書館運営について」
など、多くの質問が寄せられました。

　竹林から日々の暮らしへ そのつながりに触れるをテーマに佐渡めぐり塾が開催
されました。
　参加した親子19人の皆さんは、「竹の匠」である今井満さんや赤塚博明さんから

佐渡の竹の特性や年齢などを学び、指導
を受けながら竹細工に使う竹を切り出し、
竹かごやコースター作りに挑戦しました。
　丸一日真剣に竹と向き合った子どもたち、
自分で作りあげた竹細工は、良い思い出と
お土産になったようです。

　市内各地で活動する地域おこし協力隊の活動を知ってい
ただくため、７人の協力隊が日ごろの活動の報告をしまし
た。
　会場からは企画したイベントの成功事例などの質問や外
部の視点を活かした活動を
期待する声がありました。
　地域活性化のきっかけと
なるよう、引き続きさまざ
まな活動を期待しています。

市報さど　令和元年5月号



　「SADO VR」は、数多くの代表的な重要文化財にスポットを
当て、最先端のVR 技術を活用して高精細撮影を行い、ゴーグ
ルを装着することで文化財のリアルな体験ができるコンテン
ツです。
　製作した㈱IMAGICA Lab.が三浦市長にVRゴーグルの贈呈

を行いました。
　「SADO VR」は、あいぽーと佐渡や両津港
佐渡観光案内所などの施設で体験するこ
とができますので、ぜひ体験してください。

子ども若者課フロアにキッズコーナーを設置　4/1

火の用心を願い　春の火災予防運動　4/7

　市役所本庁舎2階の子ども若者課の相談窓口にキッズ
コーナーが設置されました。絵本やブロックなどお子さま
が楽しめるスペースになっています。

　お子さま連れの方
でも安心してご相談で
きますので、お気軽に
お越しください。

　４月１日から７日まで春の火災予防運動が
実施され、各地区で夜間防火広報や防火訪問、
防火パレードが行われました。
　両津方面隊の防火パレードでは、出発前に
消防団員が整列し、きびきびと行動する姿がと
ても頼もしく感じました。
　火災を起こさないように、お出かけ前、お休
み前に今一度火の元点検をお願いします。

オリジナルコンテンツ「SADO  VR」完成　4/16

市報さど　令和元年5月号9



10

春
の
山
草
展

５
月
18
日
㈯　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

５
月
19
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

ト
キ
の
む
ら
元
気
館

佐
渡
山
草
会
（
担
当　

木
村
）

　

☎
０
８
０
―
１
０
４
７
―
７
８
５
７

相
　
　
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

　

不
眠
、
不
安
、
意
欲
の
低
下
、
物
忘
れ

な
ど
、
心
に
関
す
る
お
悩
み
の
あ
る
方
や

そ
の
ご
家
族
か
ら
の
ご
相
談
を
保
健
所
の

担
当
者
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

５
月
24
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 
5
月
20
日
㈪

 
・

佐
渡
保
健
所　

☎
74
―
３
４
０
７

　

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

障
が
い
福
祉
係　

☎
63
―
５
１
１
３

募
　
　
集

市
民
後
見
人
養
成
講
座 

受
講
生
募
集

　

認
知
症
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
判
断

能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
権
利
を
守
る
市

民
後
見
人
は
、
市
民
が
後
見
人
と
な
り
、

本
人
に
代
わ
っ
て
契
約
手
続
き
や
財
産
の

管
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

後
見
活
動
に
必
要
な
知
識
と
実
務
を
、

講
義
と
実
習
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

市
内
在
住
の
25
歳
～
75
歳
未
満
の
方

 

６
月
～
12
月
ま
で
の
間
に
講
義
10
回
・

実
習
２
回
を
開
催
し
ま
す
。

 

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代

を
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

５
月
31
日
㈮

 

・

佐
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
成
年

後
見
セ
ン
タ
ー　

☎
81
―
１
１
５
５

結
婚
の
学
校
体
験
ス
ク
ー
ル 

第
１
部
参
加
者
募
集

　

新
潟
県
「
あ
な
た
の
婚
活
」
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
認
定
の
結
婚
の
学
校
体
験
ス

ク
ー
ル
第
１
部
「
あ
な
た
の
恋
愛
＆
婚
活

が
上
手
く
い
く
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
」

を
開
催
し
ま
す
。

６
月
23
日
㈰

　

男
性
の
部　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　

女
性
の
部　

午
後
２
時
～
５
時

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

男
性
27
歳
～
49
歳
、
女
性
22
歳
～
44
歳

 

恋
愛
・
婚
活
の
悩
み
と
そ
の
原
因
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
・
話
し

方
、
将
来
の
目
標
に
向
け
た
ゴ
ー
ル
設

定
の
方
法
を
解
説
し
ま
す
。

男
女
各
10
人

３
，
０
０
０
円　

６
月
22
日
㈯

 

体
験
ス
ク
ー
ル
の
お
申
し
込
み
に
つ
い
て

株
式
会
社
ア
ク
セ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

☎
０
２
５
―
２
４
８
―
４
５
５
３

　
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　

県
少
子
化
対
策
課　

少
子
化
対
策
班

　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
３
５
３

催
　
　
し

市報さど　令和元年5月号

両津病院 
休診のお知らせ

　６月３日㈪は外来全科休
診となります。
　なお、急患は受け付けし
ます。

両津病院
　☎２３―５１１１

自動車税の納期限は
５月31日㈮です

　金融機関やコンビニエンス
ストアなどのほか、地域振興
局県税部の窓口で納付できま
す。
　 ま た、 イ ン タ ー ネ ッ ト

（Yahoo! 公金支払い）を利用
してクレジットカード（VISA、
MasterCard、JCB、American 
Express、ダイナース）でも
納付できます。
　納期限までに必ず納付しま
しょう。

県佐渡地域振興局
　県税部収税課
　☎７４―３３１０



手
話
奉
仕
員
養
成
講
座 

「
入
門
編
」受
講
者
募
集

　

手
話
は
聴
覚
障
が
い
者
の
大
切
な
言
語

で
す
。
地
域
の
聴
覚
障
が
い
者
と
手
話
で

日
常
会
話
が
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
学
習

し
ま
す
。

　

ま
た
、
手
話
技
術
だ
け
で
な
く
、
聴
覚

に
障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
や
関
連
す
る

福
祉
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深

め
ま
す
。

 

実
技
18
回
、
講
義
３
回
を
受
講
可
能
な

原
則
18
歳
以
上
の
方

 

６
月
20
日
㈭
か
ら
毎
週
木
曜
日
の
午
後

７
時
か
ら
９
時
ま
で

※ 

都
合
に
よ
り
土
・
日
曜
日
に
開
催
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

15
人
程
度　

５
月
31
日
㈮

※ 

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、期
間
途
中
で
締
め
切

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代

を
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

 

市
役
所
社
会
福
祉
課
（
本
庁
舎
１
階
）

ま
た
は
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

障
が
い
福
祉
係　

☎
63
―
５
１
１
３

　

63
―
５
１
２
１

企
業
Ｐ
Ｒ
動
画
の
制
作
を 

希
望
す
る
企
業
を 

募
集
し
ま
す

　

市
内
へ
の
就
職
促
進
を
図
る
た
め
、
市

内
企
業
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
動
画
を
制
作

し
ま
す
。

　

制
作
し
た
動
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
す
る
ほ
か
、
市

内
の
学
校
な
ど
へ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
配
布
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

 

市
内
企
業
（
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

法
人
で
、
昨
年
度
に
制
作
し
た
企
業
を

除
く
）

15
社　

 
 

１
万
円

５
月
31
日
㈮

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、若
者
の
就
職
に
積
極

的
な
企
業
を
優
先
し
、業
種
の
偏
り
な
ど
も
考

慮
し
て
選
定
し
ま
す
。

  

市
役
所
地
域
振
興
課
（
第
２
庁
舎
）
ま

た
は
、
各
支
所
･
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
で

昨
年
度
制
作
し
た
動
画
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

雇
用
促
進
係　

☎
63
―
４
１
５
２

市報さど　令和元年5月号11

公営住宅の入居者を募集します
　入居申し込みには、所得要件など申込資格要件があります。詳しくはお問い合わせください。 
　市ホームページで募集内容をお知らせしています。

地区 住宅名称（所在階）
募集
戸数

建築
年度

構造区分 間取 月額家賃（円）

両津
白山第1住宅（4階） 1 H16 耐火構造4階建て 2LDK 24,100～47,300

大野第2住宅（1、2、3階） ７ H14 耐火構造3階建て 2LDK 38,000【定額】

相川

栄町団地野かんぞう棟 
（2、3階） 3 H3 耐火構造3階建て 3DK 21,500～42,200

栄町団地あやめ棟（2階） 1 H8 耐火構造3階建て 3DK 22,900～45,000

栄町団地あさがお棟 
（2、3階） 2 H10 耐火構造3階建て 3DK 23,100～45,500

金井 木戸沢第3住宅（1、2階） 3 H9 木造2階共同建て 3DK 53,000【定額】

新穂 青木第2住宅 1 H5 木造平屋一戸建て 3DK 18,100～35,600

畑野 榎田住宅Ａ棟 ２ H14 木造2階共同建て 3DK 43,000【定額】

真野 新町団地 3 H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000【定額】

 5月31日㈮　午後５時　入居予定　6月下旬
・  建設部建設課　住宅・都市計画係　☎６３―５１１８　各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口



令
和
元
年
6

月
の
行
事
予
定

令
和
元
年
5月
10
日
発
行

佐
渡
市
総
務
部
総
務
課
広
報
戦
略
室
　
広
報
広
聴
係
　
☎
02
59
-6
3-
31
11
㈹

○
6
月
の
健
康
相
談
日

時
間：
9:
00
～
12
:0
0、
13
:0
0～
15
:0
0（
い
ず
れ
の
会
場
も
時
間
は
同
じ
で
す
。）

地
区

日
場
所

お
問
い
合
わ
せ

両
津

17
㈪

両
津

支
所

両
津

支
所

福
祉

保
健

係
☎

27
-2

11
4

相
川

12
㈬

相
川

支
所

相
川

支
所

福
祉

保
健

係
☎

74
-0

33
9

佐
和
田

25
㈫

佐
和

田
行

政
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー

市
民

生
活

課
健

康
推

進
室

保
健

係
☎

63
-3

11
5

金
井

13
㈭

金
井

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

新
穂

26
㈬

ト
キ

の
む

ら
元

気
館

畑
野

21
㈮

畑
野

母
子

健
康

セ
ン

タ
ー

真
野

26
㈬

真
野

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

小
木

12
㈬

小
木

福
祉

保
健

セ
ン

タ
ー

つ
く

し
羽

茂
支

所
福

祉
保

健
係

☎
88

-3
11

1
羽

茂
３

㈪
羽

茂
支

所

赤
泊

５
㈬

赤
泊

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

○
6
月
の
各
種
相
談
日

行
事
名

日
時

場
所

申
し
込
み

お
問
い
合
わ
せ

心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

13
㈭

14
:0

0～
16

:0
0

金
井

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

6月
7日

㈮
ま

で
に

佐
渡

保
健

所
　

☎
74

-3
40

7
社

会
福

祉
課

　
☎

63
-5

11
3

土
地
家
屋
調
査
士
無
料
相
談

24
㈪

～
28

㈮
13

:0
0～

17
:0

0
各

土
地

家
屋

調
査

士
事

務
所

事
前

に
要

予
約

土
地

家
屋

調
査

士
会

佐
渡

支
部

☎
52

-6
25

2

行
事
名

日
時

場
所

申
し
込
み

お
問
い
合
わ
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

24
㈪

～
28

㈮
13

:0
0～

17
:0

0
各

司
法

書
士

事
務

所
事

前
に

要
予

約
司

法
書

士
会

佐
渡

支
部

☎
23

-3
55

8

○
6
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

地
区

日
行
事

内
容
な
ど

り
ょ
う
つ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
両
津
地
区
）

毎
週

月
～

金
曜

日
　

9:
00

～
11

:3
0、

13
:0

0～
15

:3
0

☎
24

-7
07

7

６
㈭

絵
本

よ
み

き
か

せ

14
㈮

絵
本

よ
み

き
か

せ

18
㈫

誕
生

会
６

月
生

ま
れ

の
お

と
も

だ
ち

を
お

祝
い

し
ま

す
。

21
㈮

絵
本

よ
み

き
か

せ

25
㈫

身
長

体
重

測
定

身
長

・
体

重
を

測
り

ま
す

。

た
か
ち
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
相
川
地
区
）

毎
週

月
～

金
曜

日
　

9:
00

～
12

:0
0、

13
:0

0～
15

:0
0　

☎
78

-2
95

9
お

で
か

け
支

援
セ

ン
タ

ー
（

あ
い

か
わ

開
発

総
合

セ
ン

タ
ー

）
毎

週
月

曜
日

・
木

曜
日

　
9:

00
～

11
:3

0

10
㈪

身
長

体
重

測
定

身
長

・
体

重
を

測
り

ま
す

。

24
㈪

誕
生

会
６

月
生

ま
れ

の
お

と
も

だ
ち

を
お

祝
い

し
ま

す
。

随
時

絵
本

よ
み

き
か

せ

さ
わ
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
す
み
れ
」（
佐
和
田
地
区
）

毎
週

月
～

金
曜

日
　

9:
00

～
12

:0
0、

13
:0

0～
15

:0
0　

☎
52

-0
01

1
随

時
絵

本
よ

み
き

か
せ

絵
本

よ
み

き
か

せ
は

人
数

に
よ

っ
て

行
い

ま
す

。

身
長

体
重

測
定

身
長

・
体

重
を

測
り

ま
す

。

か
な
い
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
金
井
地
区
）

毎
週

月
～

金
曜

日
　

9:
00

～
11

:3
0、

13
:0

0～
15

:3
0

（
15

:0
0～

15
:3

0育
児

相
談

）
☎

63
-5

50
5

12
㈬

絵
本

よ
み

き
か

せ

14
㈮

身
長

体
重

測
定

身
長

・
体

重
を

測
り

ま
す

。

19
㈬

絵
本

よ
み

き
か

せ

21
㈮

誕
生

会
６

月
生

ま
れ

の
お

と
も

だ
ち

を
お

祝
い

し
ま

す
。

小
木
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
」
（
小
木
地
区
）

毎
週

月
～

金
曜

日
　

9:
00

～
13

:0
0（

13
:0

0～
14

:0
0育

児
相

談
）

☎
86

-1
12

1

11
㈫

身
長

体
重

測
定

身
長

・
体

重
を

測
り

ま
す

。

18
㈫

誕
生

会
６

月
生

ま
れ

の
お

と
も

だ
ち

を
お

祝
い

し
ま

す
。

20
㈭

絵
本

よ
み

き
か

せ

※
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

行
事

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

は
、

各
地

区
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

ま
で

お
願

い
し

ま
す

。
　

都
合

に
よ

り
日

程
が

変
更

に
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

○
6
月
の
行
政
相
談
日

地
区

日
場
所

お
問
い
合
わ
せ

両
津

23
㈰

13
:0

0～
16

:0
0

両
津

福
祉

セ
ン

タ
ー

し
ゃ

く
な

げ

相
川

22
㈯

  9
:0

0～
12

:0
0

あ
い

か
わ

開
発

総
合

セ
ン

タ
ー

佐
和
田

20
㈭

  9
:3

0～
12

:0
0

佐
渡

中
央

会
館

金
井

26
㈬

13
:0

0～
15

:0
0

金
井

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

新
穂

５
㈬

  9
:0

0～
12

:0
0

新
穂

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

畑
野

４
㈫

13
:3

0～
15

:3
0

畑
野

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

真
野

20
㈭

13
:3

0～
15

:3
0

真
野

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

小
木

３
㈪

  9
:0

0～
12

:0
0

小
木

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

羽
茂

12
㈬

10
:0

0～
12

:0
0

羽
茂

農
村

環
境

改
善

セ
ン

タ
ー

赤
泊

19
㈬

13
:3

0～
16

:3
0

赤
泊

福
祉

保
健

セ
ン

タ
ー

や
す

ら
ぎ

※
 行

政
相

談
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
は

、
本

庁
、

各
支

所
・

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

の
地

域
支

援
係

ま
で

お
願

い
し

ま
す

。

12

募
　
　
集

障
が
い
者
授
産
品
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー 

　
　
　
　
　
　

「
授
産
さ
ぽ
っ
ち
ゃ
あ
」
募
集
中

　

授
産
品
の
売
上
増
加
は
工
賃
の
向
上
に
反
映
さ
れ
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
「
働
く
」
を

応
援
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

授
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
福
祉
施
設
関
連
行
事
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
授
産
品
の
購
入
な
ど

を
し
て
応
援
し
て
く
れ
る
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
お
住
い
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

 

登
録
方
法
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
、
市
役
所
社
会
福

祉
課
（
本
庁
舎
１
階
）
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
施
設
授
産
品
販
売

　

障
が
い
の
あ
る
方
々
の
授
産
活
動
の
支
援
と
障
が
い
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
市
役
所
内
で
授
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

市
役
所
本
庁
舎
１
階
（
正
面
玄
関
奥
の
階
段
横
）

６
月
７
日
㈮　

正
午
～
午
後
１
時　

施
設
名　
愛
ら
ん
ど
新
穂

販
売
予
定
品　
お
惣
菜
、
あ
ぶ
ら
あ
げ
、
し
あ
わ
せ
豆
富
な
ど

６
月
14
日
㈮　

正
午
～
午
後
１
時　

施
設
名　
さ
わ
や
か

販
売
予
定
品　
手
作
り
布
製
品
（
エ
コ
バ
ッ
ク
・
腕
カ
バ
ー
）
な
ど

６
月
21
日
㈮　

正
午
～
午
後
１
時　

施
設
名　
あ
ん
ず
の
家

販
売
予
定
品　
マ
ド
レ
ー
ヌ
、
Ｅ
Ｍ
菌
入
り
固
形
石
鹸
、
雑
巾
な
ど

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係　

☎
63
―
５
１
１
３

お
知
ら
せ

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ
び 

　
　
　

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
を
支
援
し
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

 

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
に

お
住
ま
い
の
市
民
の
方

・ 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
住
宅

・
一
戸
建
て
木
造
住
宅

・
２
階
建
て
以
下
の
住
宅

補
助
の
額　
上
限
10
万
円

９
月
30
日
㈪

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

 

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
次
の
す
べ
て
の

条
件
を
満
た
す
塀
を
所
有
ま
た
は
管
理

し
て
い
る
方

・ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
等
で
造
ら
れ
、

通
学
路
や
避
難
経
路
等
に
接
し
て
設
け

ら
れ
た
塀

・ 

高
さ
が
１
ｍ
以
上
で
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
塀

対
象
工
事

　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
工
事

・
塀
を
撤
去
す
る
工
事

・
塀
の
高
さ
を
１
ｍ
未
満
に
す
る
工
事

・ 

塀
を
撤
去
し
た
後
に
、
塀
を
築
造
す
る

工
事

補 

助
の
額　

工
事
費
の
３
分
の
２
以
内

（
上
限
10
万
円
）

９
月
30
日
㈪

・

建
設
部
建
設
課　

建
築
係

　

☎
63
―
５
１
１
８

軽自動車税の納期限は 
５月31日㈮です

　軽自動車税の納税通知書を５月中旬にお届けしま
すので納期限までに納税をお願いします。
　口座振替をご利用の方は、あらかじめ残高をご確
認ください。

総務部税務課　市民税係 　☎６３―５１１０

お
詫
び
と
訂
正

　

４
月
10
日
発
行
「
２
０
１
９
年
度　

佐
渡
市
公
民
館
自
主
講
座
一
覧
」
で
次
の
と
お

り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

佐
和
田
地
区
公
民
館
「
佐
和
田
古
文
書
講
座
」
の
日
程
（
曜
日
の
訂
正
）

　

誤　
第
２
・
４
水
曜　
　

正　
第
２
・
４
土
曜

佐
和
田
地
区
公
民
館　

☎
57
―
８
１
３
１
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交
流
事
業
に
係
る
交
通
費
な
ど
を
支
援
し
ま
す

　
姉
妹
都
市
と
の
交
流
事
業

　

姉
妹
都
市
の
埼
玉
県
入
間
市
や
東
京
都

国
分
寺
市
と
の
友
好
を
深
め
る
事
業
を
支

援
し
ま
す
。

 

市
内
在
住
者
な
ど
10
人
以
上
で
構
成
し
、

島
内
を
中
心
に
１
年
以
上
活
動
し
て
い

る
団
体

 

次
の
交
流
事
業
に
係
る
交
通
費
や
宿
泊

費
な
ど
の
経
費
を
２
分
の
１
以
内
で
補

助
し
ま
す
。

　

受
入
事
業　
子
ど
も
交
流

　

 

派
遣
事
業　
子
ど
も
・
ス
ポ
ー
ツ
・
イ

ベ
ン
ト
交
流

 

事
業
開
始
の
20
日
前
ま
で
に
市
役
所
地

域
振
興
課
（
第
２
庁
舎
）
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

12
月
27
日
㈮

市
外
の
地
域
活
動
団
体
と
の
交
流
事
業

 

市
内
在
住
者
な
ど
15
人
以
上
で
構
成
し
、

島
内
を
中
心
に
１
年
以
上
活
動
し
て
い

る
団
体

 

市
外
の
団
体
と
の
子
ど
も
交
流
や
イ
ベ

ン
ト
交
流
の
派
遣
、
受
け
入
れ
に
係
る

旅
費
な
ど
の
経
費
を
２
分
の
１
以
内
で

補
助
し
ま
す
。

 

事
業
開
始
の
20
日
前
ま
で
に
市
役
所
地

域
振
興
課
（
第
２
庁
舎
）
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

12
月
27
日
㈮

産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

移
住
交
流
推
進
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

行
政
相
談
委
員
の
ご
紹
介

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、
国
民
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
の
仕
事
に
関
す

る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
助
言

や
関
係
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
、
解
決

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

市
民
と
行
政
と
の
橋
渡
し
を
す
る
身
近

な
相
談
相
手
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
が
４
月
１

日
付
け
で
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

新
任
の
方

　

佐
和
田
地
区　

須
藤　

明
さ
ん

　

羽
茂
地
区　

小
橋　

敞
膺
さ
ん

再
任
の
方

　

両
津
地
区　

菊
池　

基
さ
ん

　

相
川
地
区　

馬
込　

正
彦
さ
ん

　

金
井
地
区　

渡
邉　

日
出
子
さ
ん

　

新
穂
地
区　

松
井　

育
子
さ
ん

　

畑
野
地
区　

中
嶋　

羊
一
さ
ん

　

真
野
地
区　

羽
生　

満
枝
さ
ん

　

小
木
地
区　

赤
塚　

博
明
さ
ん

　

赤
泊
地
区　

臼
杵　

一
男
さ
ん

総
務
部
総
務
課
金
井
地
区
支
援
室

　

地
域
支
援
係　

☎
63
―
３
１
１
１

　

特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
指
定
い
た
し

ま
し
た
事
業
所
へ
、
特
別
徴
収
税
額
の
決

定
通
知
書
を
５
月
14
日
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

決
定
通
知
書
を
至
急
ご
確
認
い
た
だ
き
、

従
業
員
の
異
動
（
退
職
、
転
勤
、
就
職

等
）
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
要
書
類
を
市

役
所
税
務
課
（
本
庁
舎
１
階
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

総
務
部
税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
等

説
明
会

　

参
加
さ
れ
る
方
は
お
電
話
で
事
前
に
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

 

５
月
29
日
㈬
、
６
月
11
日
㈫
、 

６
月
26
日
㈬　

午
後
２
時
～
３
時

佐
渡
税
務
署　

各
日
20
人

・

佐
渡
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　

☎
74
―
３
２
７
６

６
月
19
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

金
井
商
工
会
館　

50
人

・

公
益
社
団
法
人
佐
渡
法
人
会

　

事
務
局　

☎
63
―
４
２
３
４

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ 

特
別
徴
収
税
額
の 

決
定
通
知
書
を 

至
急
ご
確
認
く
だ
さ
い

５月・６月は 
赤十字運動月間

　赤十字の活動は、毎年、自治・町内
会を通じて県民の皆さまからお寄せい
ただく協力金（活動資金）や、企業や
団体の皆さまから寄せられる寄付金で
成り立っています。
　東日本大震災で県内へ避難されてい
る方々への支援や、次の災害に備えた
救援物資の備蓄や医療チームの訓練な
ど救護体制の強化に努めてまいります
ので、赤十字活動資金へのご理解とご
協力をお願いします。
※ お預かりした義援金は、すべて被災地にお届

けしています。
 日本赤十字社新潟県支部

　佐渡市地区（市民福祉部社会福祉課
　地域福祉係）☎６３―５１１３
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14

お
知
ら
せ

赤
十
字
救
急
法
講
習
会 

赤
十
字
幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講
習
会

　

病
気
や
け
が
、
災
害
か
ら
自
分
自
身
を
守
り
、
急
病
人
や
け
が
人
を
正
し
く
救
助
し
て
、

医
師
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
応
急
手
当
の
仕
方
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

満
15
歳
以
上
の
方

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

基
礎
講
習
会

６
月
１
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

佐
渡
中
央
会
館

 

手
当
の
基
本
や
一
時
救
命
処
置
（
人
工

呼
吸
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
）

１
，
５
０
０
円

15
人　

５
月
27
日
㈪

救
急
員
養
成
講
習
会 

（
基
礎
講
習
＋
養
成
講
習
）

６
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰
、
８
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

佐
渡
中
央
会
館

 

手
当
の
基
本
や
一
時
救
命
処
置
（
人
工

呼
吸
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
）
、
急

病
・
骨
折
等
の
処
置
、
災
害
時
の
対
応

な
ど

３
，
２
０
０
円

15
人　

５
月
27
日
㈪

赤
十
字
幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講
習
会

６
月
29
日
㈯
、
30
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

佐
渡
中
央
会
館

 
子
ど
も
の
救
命
の
手
当
や
一
時
救
命
処

置
（
人
工
呼
吸
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
）
、
子
ど
も
の
病
気
と
看
病
の
仕
方

や
災
害
時
の
乳
幼
児
の
支
援
な
ど

１
，
８
０
０
円

15
人　

６
月
24
日
㈪

・

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

地
域
福
祉
係　

☎
63
―
５
１
１
３

～
製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
～ 

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統

計
調
査
を
６
月
１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対

象
に
実
施
さ
れ
、
製
造
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業
所
に
は
、

５
月
中
旬
か
ら
６
月
に
か
け
て
統
計
調
査

員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
す
る
か
、

ま
た
は
国
か
ら
直
接
郵
送
で
届
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

地
域
振
興
係

　

☎
63
―
３
２
３
２
（
統
計
担
当
直
通
）

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の 

不
妊
去
勢
手
術
費
用
の 

一
部
を
補
助
し
ま
す

 

県
が
指
定
す
る
協
力
動
物
病
院
で
不
妊

去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
、
手
術
費
用
を

支
払
っ
た
個
人
ま
た
は
団
体

補
助
金
額　
オ
ス　
　

５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

メ
ス　

１
０
，
０
０
０
円

※ 

手
術
費
用
が
補
助
金
額
に
満
た
な
い
場
合
は
実

費
と
な
り
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
31
日
㈫

 

事
前
申
請
が
な
く
手
術
を
行
っ
た
場
合

は
補
助
対
象
外
で
す
。

・

佐
渡
保
健
所
生
活
衛
生
課

　

☎
74
―
３
３
９
９

普通救命講習
　相川消防署と南佐渡消防署で普通救
命講習を開催します。

Ⅰ講習（午後４時までの３時間）
　 成人に対する心肺蘇生やＡＥＤの使用

方法を講義と実技で学ぶコースです。
　 Ⅱ講習（午後５時までの４時間）
　 Ⅰ講習の内容に、知識の確認と実技

の評価が加わったコースです。
小学５年生以上　 各会場 10 人

 ５月 26 日㈰ 
午後１時から
相川消防署
５月 25 日㈯
・  

　 相川消防署 
救急・救助係　

☎７４―０１１９

 ６月９日㈰ 
午後１時から
南佐渡消防署
６月７日㈮
・  

　 南佐渡消防署　
救急・救助係　

☎８８―３１１９
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５
月
12
日
は 

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」 

～
広
げ
よ
う
　
地
域
に
根
ざ
し
た

　
お
も
い
や
り
～

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、
生
活
上
の
悩
み
事
や
心

配
事
の
相
談
・
支
援
や
行
政
機
関
な
ど
へ

の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
２
１
７
人
の
委
員
が
活
動
し

て
お
り
、
お
住
ま
い
の
場
所
に
よ
っ
て
担

当
委
員
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
や
児
童
健
全
育
成

活
動
を
専
門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委

員
も
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
法
に
よ
り
守
秘
義
務
が
あ
り
、

相
談
の
内
容
や
個
人
の
秘
密
は
固
く
守
る

よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

担
当
委
員
は
、市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
た
は
、

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

地
域
福
祉
係　

☎
63
―
５
１
１
３

民生委員・児童委員の
マーク

寄付のお礼
当市にご寄付をいただきお礼申し上げます。

物　品

○抹茶茶碗 24 個、棗
なつめ

２個　小木幼稚園のお茶会に使用してもらいたいため 
　本間　富恵　様（小木町）

○ふくさ 22 枚、お盆９個　小木幼稚園のお茶会に使用してもらいたいため 
　榎谷　甚五兵衛　様（小木町）

○ソフト平均台１セット、とびとびバランス２セット　梅津保育園の環境整備のため 
　梅津保育園父母の会　代表　市橋　英樹　様

○回転式黒板１台　佐和田中学校の教育環境整備のため 
　佐和田中学校　平成 30 年度卒業生一同　様

○縦型ホワイトボード１台　両津小学校の教育環境整備のため 
　両津小学校ＰＴＡ　平成 30 年度卒業生一同　様

○ボルダリングウォール１式　子どもたちにスポーツを楽しんでもらいたいため 
　岡崎　実　様（千種）

○自動点滅器付ＬＥＤ防犯灯 25 灯、取付工事 10 灯分　社会貢献のため 
　東北電力株式会社佐渡電力センター　様、株式会社ユアテック佐渡営業所　様

寄付金

○５万円　佐渡市の福祉のため 
　一柳流青柳会　様（八幡町）

寄付金（住所・氏名のみ公表）

○世界遺産推進基金への寄付
　佐渡民謡舞踊連盟理事長　小間　惟司　様（原黒）

総務部防災管財課　管財係　☎６３―３１２５
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お
知
ら
せ

４
月
１
日
付
け
で 

　

人
権
擁
護
委
員
が 

　
　
　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

石
見　

徹
さ
ん　
　

（
再
任
）

　

石
川　

健
次
さ
ん　

（
新
任
）

　

関
根　

惠
津
子
さ
ん
（
再
任
）

　

山
口　

正
明
さ
ん　

（
新
任
）

　

田
川　

妙
子
さ
ん　

（
新
任
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人

権
を
擁
護
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
身
の
回

り
で
起
き
た
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

６
月
３
日
㈪　

午
前
９
時
～
正
午

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者　
人
権
擁
護
委
員

　

関
根　

惠
津
子
、
濱
松　

智
弘

６
月
14
日
㈮　

午
前
９
時
～
正
午

畑
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者　
人
権
擁
護
委
員

　

尾
中　

美
津
代
、
鈴
木　

信
宏

 

予
約
制
の
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　

☎
74
―
３
７
８
７

妊
産
婦（
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
）

の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

① 

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
妊
娠
の
届
け
出

を
し
て
い
る
妊
産
婦
の
方

②
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

③ 

各
医
療
保
険
の
被
保
険
者
ま
た
は
扶
養

さ
れ
て
い
る
方

※
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

 

妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
翌
月
か
ら
出
産

し
た
月
の
翌
月
ま
で
の
医
療
費
の
自
己

負
担
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
一
旦
、

医
療
機
関
に
自
己
負
担
額
分
を
お
支
払

い
い
た
だ
い
た
後
、
払
い
戻
し
の
申
請

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

市
役
所
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室
（
本

庁
舎
２
階
）
ま
た
は
、
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

 

必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
福
祉
部
市
民
生
活
課

　

健
康
推
進
室　

☎
63
―
３
１
１
５

「
見
逃
す
な
」 

山
地
災
害
の
危
険
信
号

５
月
20
日
㈪
～
６
月
30
日
㈰
は
山
地

災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す

　

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
集
中
豪
雨
等

の
影
響
に
よ
り
、
山
地
の
崩
壊
・
土
石

流
・
地
す
べ
り
等
の
山
地
災
害
が
増
加
し
、

人
命
・
財
産
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
で
災
害
が
発
生
し
そ

う
な
危
険
な
箇
所
を
把
握
し
て
お
く
こ
と

は
、
災
害
に
備
え
る
た
め
に
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん

で
、
近
く
の
斜
面
・
が
け
・
川
な
ど
を
点

検
し
、
異
常
な
箇
所
を
見
つ
け
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

産
業
観
光
部
農
林
水
産
課

　

林
業
振
興
係　

☎
63
―
３
７
６
１

　

県
佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部

　

森
林
施
設
課　

☎
74
―
３
４
７
８

地
域
防
災
力
の
向
上
を 

図
る
た
め
、自
主
防
災
組
織

な
ど
を
支
援
し
ま
す

自
主
防
災
組
織
育
成
補
助
金

　

防
災
資
機
材
（
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
担
架
、
投
光
器
、
発
電
機
な

ど
）
を
購
入
す
る
際
に
費
用
の
２
分
の
１

を
助
成
し
ま
す
。
（
上
限
10
万
円
で
１
組

織
通
算
３
回
ま
で
）

自
主
防
災
訓
練
奨
励
金

　

自
主
的
に
行
う
訓
練
を
対
象
に
、
訓
練

参
加
者
の
人
数
に
応
じ
て
５
千
円
か
ら

５
万
円
ま
で
の
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
補
助
金

　

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る

意
思
が
あ
り
、
防
災
士
の
資
格
取
得
を
希

望
す
る
方
の
取
得
費
用
の
２
分
の
１
を
助

成
し
ま
す
。
（
上
限
３
万
円
）

※ 

申
請
に
は
自
主
防
災
組
織
や
町
内
会
な
ど
地

域
か
ら
の
推
薦
が
必
要
で
す
。

 

申
請
書
は
、
市
役
所
防
災
管
財
課
（
本

庁
舎
２
階
）
ま
た
は
、
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。

総
務
部
防
災
管
財
課

　

防
災
安
全
係　

☎
63
―
３
１
２
５
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魅力ある「しまづくり」のために、あなたの力を活かしませんか！ 

令和２年度採用　佐渡市職員採用試験を行います

１　職種、第１次試験日、採用予定人員

職　種
第１次試験日および採用予定人員

前期試験
７月 28 日㈰

後期試験
９月 22 日㈰

一般事務（大学卒業程度） 若干名 －

土木技師 若干名

追加募集を行う場合が
あります。

社会福祉士 若干名

精神保健福祉士 若干名

保健師 若干名

保育士 若干名

介護員 若干名

看護師または准看護師 ５人程度

薬剤師 若干名

臨床検査技師 若干名

一般事務（高校卒業程度）

－

若干名

総合土木（高校卒業程度） 若干名

消防士または救急救命士 若干名

※ 後期試験では、上記のほかに職種を追加する場合があります。その場合は、市ホームページなどであらためてお知ら
せします。

※受験申し込みは、年度を通じて１つの職種に限ります。

２　試験会場
　【佐渡会場】市役所本庁舎
　【東京会場】大正大学巣鴨校舎（東京都豊島区西巣鴨３丁目 20 番１号）

３　受付期間および受付時間
　【前期試験】５月 10 日㈮～６月 20 日㈭　郵送の場合も６月 20 日㈭必着
　【後期試験】７月 10 日㈬～８月 20 日㈫　郵送の場合も８月 20 日㈫必着
　　午前８時 30 分～午後５時 30 分まで（土・日曜日、祝日を除く）

４　その他
　　 　詳細は、市ホームページまたは市役所総務課（本庁舎２階）、各支所・

行政サービスセンターに備え付けの募集要項をご覧ください。

５　お問い合わせ・申込書提出先
　　〒９５２－１２９２　千種２３２番地　総務部総務課　人事係　☎６３―３１１１

市報さど　令和元年5月号17
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今
年
３
月
に
発
行
さ
れ
た
学
校

文
集
『
し
ぶ
き
』
は
、
数
え
て
第

63
号
と
な
り
ま
し
た
。

　

巻
頭
言
で
は
、
「
作
文
は
思
い

出
」
と
題
し
、
校
長
が
次
の
よ
う

に
綴
っ
て
い
ま
す
。

　

「
思
い
出
は
、
記
憶
と
し
て
も

残
り
ま
す
が
、
作
文
と
い
う
文
章

の
形
で
残
さ
れ
た
も
の
に
は
、
ま

た
大
き
な
喜
び
を
生
む
力
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
『
し
ぶ
き
』
に
綴
ら

れ
た
一
人
一
人
の
作
文
、
自
分
の

分
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
友
だ
ち

の
作
文
に
も
か
け
が
え
の
な
い
思

い
出
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
津

小
学
校
で
生
活
し
た
人
生
の
足
跡

を
、
将
来
も
感
じ
取
っ
て
く
だ
さ

い
。
」

　

書
か
れ
て
い
る
作
文
の
テ
ー
マ

も
、
学
年
を
追
う
ご
と
に
多
彩
な

も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
１
年

生
時
の
身
近
な
生
活
体
験
の
記
述

か
ら
、
運
動
会
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
文
化
祭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
行
事

の
思
い
出
。
そ
し
て
、
６
年
生
時
に
は
、
地
球
の
環
境
問
題
や
い
じ
め
の

問
題
ま
で
取
り
上
げ
た
評
論
文
も
見
ら
れ
ま
す
。
６
年
生
に
と
っ
て
は
６

冊
目
。
小
学
校
生
活
を
振
り
返
る
貴
重
な
宝
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

両
津
っ
子
に
は
、
文
章
で
自
分
を
表
現
す
る
力
を
、
こ
れ
か
ら
も
高
め

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

両
津
小
学
校

が
ん
ば
っ
て
ま
す

　

時
「々
口
内
炎
が
で
き
て

痛
い
」と
訴
え
る
患
者
さ
ん

が
来
院
さ
れ
ま
す
。な
ぜ
か

患
者
さ
ん
自
ら「
口
内
炎
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、私
か
ら

す
れ
ば「
そ
れ
は
本
当
に
口

内
炎
で
す
か
？
」と
尋
ね
た
く
な
り
ま
す
。

　

実
は
初
期
の
舌
が
ん
と
口
内
炎
の
視
診
上

の
病
態
像
は
酷
似
し
て
い
て
、専
門
医
で
も

見
分
け
が
つ
き
に
く
く
、細
胞
を
採
取
し
て

顕
微
鏡
レ
ベ
ル
で
し
か
診
断
で
き
ま
せ
ん
。口

腔
に
発
症
す
る
病
変
は
鏡
で
実
際
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、自
分
で
都
合
よ
く
判
断

し
て
し
ま
っ
て
安
心
し
て
し
ま
う
も
の
な
の
で

し
ょ
う
。そ
の
た
め
、逆
に
専
門
医
に
よ
る
診

断
が
遅
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
舌
が
ん
は
口
腔
が
ん
の
中
で
は
最
も

多
く
、20
代
か
ら
30
代
の
若
者
に
も
比
較
的

多
く
発
症
し
ま
す
。統
計
上
、全
国
で
年
間

４
千
人
罹
患
、発
症
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ

ま
す
。

　

早
期
の
舌
が
ん
で
大
き
さ
が
10
㎜
以
内
で

あ
れ
ば
ほ
ぼ
１
０
０
％
近
く
治
癒
し
ま
す
が
、

数
か
月
放
置
し
て
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
と

切
除
域
が
大
き
く
な
り
、大
き
さ
に
応
じ
て

治
療
期
間
も
長
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、頚
部
リ
ン
パ
節
ま
で
転
移
し
た
場

合
は
術
後
の
顔
貌
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、味
覚
が
な
く
な
っ
た

り
、飲
み
込
み
に
障
が
い
が
出
た
り
、発
音
が

思
う
よ
う
に
い
か
ず
生
活
の
質
が
著
し
く
低

下
し
、精
神
的
障
が
い
ま
で
引
き
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、「
が
ん
」そ
の
も

の
が
治
癒
し
た
後
も
精
神
的
ケ
ア
が
求
め
ら

れ
る
疾
患
な
の
で
す
。

　

原
因
は
虫
歯
で
欠
け
た
歯
や
合
わ
な
い
義

歯
な
ど
が
接
触
し
て
起
こ
る
物
理
的
刺
激
、

喫
煙
、飲
酒
等
の
化
学
的
刺
激
、遺
伝
そ
の

他
の
多
因
子
が
複
合
的
に
関
与
し
て
発
症
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

口
腔
内
の
異
変
に
気
が
つ
い
て
、２
週
間

た
っ
て
も
治
ら
な
い
場
合
に
は
、自
分
で「
口

内
炎
」だ
と
決
め
つ
け
ず
に
、ぜ
ひ
専
門
医
に

よ
る
診
断
を
仰
い
で
く
だ
さ
い
。

次
回
は
両
津
病
院
の
坂
薬
剤
部
長
で
す
。

市立病院から

こんにちはこんにちは
両
津
病
院
　
猪
本
　
正
人
　
先
生
　
診
療
科
目
／
歯
科
口
腔
外
科

舌
に
で
き
た
「
口
内
炎
」
が
痛
い
！ 

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
っ
て
本
当
に
口
内
炎
？

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　

☎
58
―
７
３
５
１
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なんのための制度
なの？

イ
エ
ロ
ー

カ
ー
ド

ジオパーク、推進日記　 97

　

き
ら
り
う
む
佐
渡
周
辺
は
、
古
く
は
海

辺
で
、
こ
の
周
辺
の
下
町
地
区
一
帯
は
金

銀
山
の
開
発
が
進
む
に
つ
れ
、
鉱
石
の
捨

石
を
利
用
し
て
一
町
目
か
ら
下
戸
ま
で
の

海
岸
を
埋
め
立
て
て
、
新
し
い
町
が
形
成

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

宝
暦
年
間
（
１
７
５
１
～
１
７
６
３
）

に
著
さ
れ
た
「
佐
渡
四
民
風
俗
」
に
よ
る

と
、
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
、
二
町
目
か
ら

下
戸
に
か
け
て
砂
が
打
ち
上
が
る
よ
う
に

な
っ
て
、
材
木
町
か
ら
板
町
に
か
け
て
渚

か
ら
人
家
ま
で
の
浜
が
短
く
な
り
、
荒
磯

に
な
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
影

響
か
、
下
町
で
は
頻
繁
に
高
波
の
被
害
に

遭
い
、
安
永
３
年
（
１
７
７
４
）
の
高
波

で
は
材
木
町
番
所
が
破
損
し
た
た
め
、
翌

年
に
羽
田
浜
に
移
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

後
も
度
々
、
高
波
に
よ
り
人
家
が
流
出
す

る
な
ど
の
被
害
が
続
き
ま
し
た
。

　

昭
和
の
戦
時
期
、
軍
事
物
資
を
外
国
か

ら
輸
入
す
る
に
は
金
銀
で
の
支
払
い
が
必

要
で
あ
り
、
金
銀
増
産
の
た
め
に
相
川
海

岸
で
の
金
銀
を
含
ん
だ
浜
石
の
採
取
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、
一
町
目
以
南
か
ら
下
戸
浜

ま
で
の
南
北
１
，
４
８
０
ｍ
、
６
．
６
ha

に
及
ぶ
海
岸
部
で
は
２
５
０
世
帯
以
上
の

家
屋
が
立
ち
退
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 　

こ
の
大
規
模
採
取
は
、
昭
和
18
年
の

「
金
山
整
備
令
」
発
布
ま
で
続
き
、
相
川

海
岸
の
景
観
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
格
的
に
海
岸
の
埋
め
立
て
が

始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
50
年
頃
の
列
島
改

造
ブ
ー
ム
の
最
中
で
、
今
の
相
川
体
育
館

や
あ
い
か
わ
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

第
１
次
工
事
地
区
に
該
当
し
て
い
ま
す
。

　

下
町
散
策
の
際
に
、
こ
の
よ
う
な
経
過

を
片
隅
に
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
見

て
い
た
だ
け
る
と
新
た
な
発
見
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

鉱
山
町
あ
い
か
わ
・
下
町
散
策
②
　
相
川
海
岸
の
埋
め
立
て

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

☎
63
―
５
１
３
６

明治・大正頃の相川下戸海岸の風景

　再認定審査はジオパークを特徴付ける制度の 1 つで
す。審査ではジオパークとしてふさわしい取り組みがで
きているかを確認します。これはジオパークが、単にそ
の地域にある地層や岩石の価値だけでなく、それらを活
用した「取り組み」を継続・発展できているかを評価す
るプログラムだからです。
　再認定審査は４年に一度実施されます。しかし、佐渡
は 2017 年の審査時に「条件付き再認定（イエローカー
ド）」となったため期間が早まり、２年後である今年実
施されます。秋ごろには、審査員が現地を訪れ、その目
で取り組みの様子を確認します。
　ジオパーク推進室では、現況報告書作成や現地審査対
応など再認定審査への対応を今後も推進していきます。

教育委員会社会教育課ジオパーク推進室
　☎２７―２１６２

再認定審査結果が出るまでのスケジュール
月 予　定

5月頃 再認定審査方針・ 
審査員が決定

9月頃 現況報告書を 
日本ジオパーク委員会に提出

10～11月 現地審査実施

翌年１月 再認定審査結果 
発表！
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20

2019トキ野生復帰セミナー開催 !
　３月17日、東京都荒川区でトキ野生復帰セミナーが開
催され、トキふれあいプラザで勤務するトキ専門員の本
間穂積獣医師が、トキの生態や身体の特徴、飼育してい
るトキの現況などを紹介しました。
　小学生から年配の方まで幅広い世代の約30人の方が、
今まで知らなかったトキの生態に興味深く耳を傾けてい
ました。
　セミナー終了後、同じ会場でトキ博士検定試験を実施
し、10人の受験者がトキや佐渡に関する難問に挑戦し、
２人の方が合格しました。

　ご芳志は、トキ野生復帰事業のために活用させていただきます。

トキ野生復帰にむけて
171

トキ野生復帰セミナーの様子

佐渡市トキ環境整備基金への 
ご寄付ありがとうございました 総額5,954,260円

平成30年度（平成30年４月～平成31年３月）の寄付一覧
寄付者名 住所 寄付者名 住所

ルゥ　様 小千谷市 新潟県佐渡地域振興局　様 佐渡市

株式会社メニコン　様 愛知県
名古屋市 佐渡トキの田んぼを守る会　様 佐渡市

一ノ瀬　清子　様 新潟市 農事組合法人長畝生産組合　様 佐渡市

株式会社イトーヨーカ堂　様 東京都
千代田区 北片辺農事組合法人　様 佐渡市

ときわ会　様 新潟市 網島　美枝子　様 東京都
大田区

生活協同組合コープ新潟　様 新潟市 金井小学校　様 佐渡市

若林　肇　様 佐渡市 平崎　将英　様 千葉県柏市

有限会社高橋農園　様 佐渡市 佐渡汽船運輸株式会社　様 佐渡市

農事組合法人大和田営農組合　様 佐渡市 笠井　淳子　様 佐渡市

株式会社ホンマライス　様 佐渡市 佐渡農業協同組合　様 佐渡市

コープデリ生活協同組合　様 埼玉県
さいたま市 八幡小学校５年生　様 佐渡市

株式会社アクア・グリーン佐渡ヶ島　様 佐渡市 松井　三生　様 佐渡市

※承諾をいただいた方のみ記載しています。（順不同）

　上記のほか、５個人・５団体の皆さまやトキ保
護募金箱への募金にもご寄付をいただきました。

産業観光部農業政策課
　トキ保護係（トキ交流会館内）
　☎２４―６０４０

トキ資料展示館にぜひお越しください
　展示テーマ「保護から共生。そして未来へ！」

トキの森公園　☎２２―４１２３

市報さど　令和元年5月号



生活情報
　　さど

産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

３
月
９
日
、
東
京
・
渋
谷
の
ア
イ
ビ
ー
ホ
ー
ル
青

学
会
館
で
「
第
26
回
産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
、
66
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
基
調
講
演
で
は
、
中
興
に
本
社
を
置
く

taneCREATIV
E

㈱
の
榎
崇
斗
代
表
取
締
役
に
「
佐

渡
で
の
起
業
お
よ
び
企
業
誘
致
に
関
す
る
記
録
と
今

後
の
戦
略
」
と
い
う
演
題
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
佐
渡
で
起
業
さ
れ
た
ご
自
身
の
ウ
ェ
ブ
制
作

会
社
が
グ
ル
ー
プ
全
体
で
27
人
の
規
模
に
な
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
約
３
年
前
か
ら
佐
渡
で
の
起
業
支
援
・

企
業
誘
致
に
力
を
注
い
で
お
り
、
８
社
の
事
例
紹
介

と
島
内
企
業
の
役
割
、
壁
の
超
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
佐
渡
市
地
域
振
興
課
の
白
根
商
工
振
興
係
長
か
ら
「
佐
渡
市
の
企
業

誘
致
と
創
業
支
援
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
施
策
の
数
々
の
紹
介
が
あ
り
、
ご
来
場
の
会

社
経
営
者
の
方
々
に
佐
渡
で
の
起
業
を
促
し
ま
し
た
。

（
文
責
：
首
都
圏
佐
渡
連
合
会　

産
業
振
興
部
会
長　

髙
野　

一
久
）

編集後記
　10回目となる佐渡トキマラ
ソン大会が４月21日に開催さ
れました。
　残念ながら参加できません
でしたが、毎回参加するたび
に多くのボランティアや沿道
で声援くださる皆さんの力を
強く感じています。
　来年こそは体を鍛えて参加
するぞと意気込んでいます。
　大会にご協力いただいた皆
さん、ありがとうございまし
た。（T.S）

お問い合わせ　消費生活センター（平日）午前９時～午後４時　☎５７－８１４３
「�

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日
本
大
会
」
の�

チ
ケ
ッ
ト
は
、
公
式
サ
イ
ト
か
ら
の
購
入
を
し
ま
し
ょ
う

【 

事
例
】（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行
：
見
守
り
新
鮮
情
報
よ
り
）

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
よ

う
と
検
索
し
、
一
番
上
に
表
記
さ
れ
た
サ
イ
ト
を
公
式
サ
イ
ト
だ
と

思
っ
て
チ
ケ
ッ
ト
を
申
し
込
み
、
約
13
万
円
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
決
済
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
購
入
し
た
サ
イ

ト
は
転
売
仲
介
サ
イ
ト
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
公
式

サ
イ
ト
に
よ
る
と
転
売
仲
介

サ
イ
ト
で
購
入
し
た
も
の
は

無
効
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

支
払
い
た
く
な
い
が
、
海
外

の
サ
イ
ト
の
よ
う
で
交
渉
も

で
き
な
い
。

講演する榎代表取締役

ラグビーワールドカップの 
チケット購入は公式サイトで

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・ 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
の
公
式
サ
イ
ト
に
は
、

非
公
式
販
売
サ
イ
ト
で
購
入
し
た
チ
ケ
ッ
ト
は
利
用
で
き
な
い

旨
の
注
意
喚
起
が
あ
り
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
際
は
、

必
ず
公
式
サ
イ
ト
で
あ
る
こ
と
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・ 

特
に
海
外
の
転
売
サ
イ
ト
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
も
キ
ャ
ン

セ
ル
の
条
件
や
返
金
の
保
証
な
ど
に
つ
い
て
の
交
渉
が
難
し
い

場
合
が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

・ 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
チ
ケ
ッ
ト
購
入
に
つ
い
て
も
、
公
式
サ

イ
ト
で
の
購
入
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
便
乗
し
た
詐
欺
的
な
勧
誘
電
話
に
も
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・
不
審
な
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

公式サイ
ト
注意！

かどうか
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消費者ホットライン
☎１

い

８
や

８
や

（嫌
いや

や！泣き寝入り）



地 区 名  住 所 名  氏 　 　 　 名  保護者 たんじょう

両　津 春日 市　橋　治　夫 92 3.  3
　〃 椎泊 宇佐美　シ　ウ 90 3.  4
　〃 潟端 池　野　志　津 88 3.10
　〃 両津湊 末　武　フジノ 97 3.10
　〃 両津夷 小　野　ヒ　サ 90 3.11
　〃 梅津 伊　藤　ア　サ 92 3.12
　〃 両津夷 北　　　久　子 68 3.12
　〃 両津福浦一丁目 髙　橋　末　美 88 3.15
　〃 浜田 小　杉　　　枝 101 3.16
　〃 赤玉 田　中　ハル子 94 3.16
　〃 下久知 本　間　末之進 87 3.17
　〃 東立島 中　村　壽　六 83 3.20
　〃 北小浦 北　澤　美代子 92 3.21
　〃 春日 土　屋　昭　一 85 3.22
　〃 両津大川 門　野　照　子 88 3.23
　〃 秋津 土　屋　　　昇 80 3.23
　〃 両津湊 山　口　シヅエ 89 3.24
　〃 吾潟 北　見　多　惠 85 3.25
　〃 春日 大　竹　久　子 91 3.27
相　川 姫津 今　井　モトヱ 87 3.  5
　〃 橘 井　坂　ミノル 81 3.12
　〃 相川南沢町 坪　井　幸　子 80 3.20
　〃 相川大浦 中　川　アイ子 93 3.23
　〃 北立島 堀　川　　　夫 84 3.23
　〃 相川大浦 渡　部　カズミ 100 3.26
　〃 相川大浦 中　川　勝　次 83 3.28
　〃 小川 村　井　　　力 88 3.30
佐和田 河原田諏訪町 𠮷　田　愛　子 91 3.  3
　〃 下長木 關　口　　久司 83 3.  4
　〃 河原田諏訪町 土　田　光　夫 76 3.  5
　〃 沢根町 白　川　令　子 84 3.10
　〃 八幡 児　玉　節　子 92 3.14
　〃 沢根五十里 名　畑　　　力 71 3.25
　〃 沢根町 本　間　文　子 89 3.27
　〃 八幡町 臼　木　ト　ミ 92 3.29
金　井 泉 齋　藤　ハ　ツ 101 3.  4

金　井 平清水 羽　藤　新　栄 64 3.  4
　〃 安養寺 田　㞍　千枝子 91 3.  5
　〃 金井新保 西　村　キミ子 94 3.  6
　〃 吉井 本　間　吉　一 71 3.  8
　〃 千種 駒　形　春　次 79 3.  9
　〃 金井新保 堀　口　ハ　ツ 103 3.  9
　〃 金井新保 川　原　トミヨ 93 3.21
　〃 中興 風　間　ミ　ス 93 3.23
　〃 貝塚 山　川　フ　ミ 90 3.24
新　穂 新穂瓜生屋 石　川　　　　 89 3.  6
　〃 新穂北方 相　田　正　弘 84 3.  8
　〃 新穂瓜生屋 本　間　　　敏 83 3.16
　〃 新穂大野 池　野　　　滋 76 3.30
畑　野 宮川 鈴　木　一　枝 88 3.17
　〃 宮川 本　間　ス　エ 95 3.23
　〃 宮川 永　田　陽　子 69 3.29
　〃 目黒町 本　間　俊　丸 71 3.29
真　野 竹田 遠　藤　千代治 89 3.18
　〃 吉岡 本　間　孝　治 72 3.25
　〃 真野新町 五　島　一二三 91 3.26
　〃 西三川 福　田　八重子 72 3.27
　〃 豊田 本　間　好　幸 71 3.28
　〃 真野 一　條　國　憲 71 3.30
　〃 西三川 山　本　チヱ子 88 3.31
小　木 沢崎 坂　本　オ　キ 95 3.  2
　〃 琴浦 影　山　清　治 80 3.12
　〃 小木町 中　野　雅　行 71 3.13
　〃 宿根木 藤　本　上　一 93 3.25
　〃 田野浦 本　間　竣　一 80 3.25
　〃 小比叡 青　栁　憲　昇 80 3.26
羽　茂 羽茂本郷 山　田　　　㓛 92 3.  4
　〃 羽茂飯岡 伊　藤　フ　サ 97 3.  8
　〃 羽茂大橋 春　日　末　松 93 3.12
　〃 羽茂大橋 藤　井　カ　ヨ 91 3.12
　〃 羽茂村山 氏　井　芳　雄 87 3.20
　〃 羽茂小泊 岡　﨑　潤　美 73 3.23

金　井 平清水 羽　藤　新　栄 64 3.  4
　〃 安養寺 田　㞍　千枝子 91 3.  5
　〃 金井新保 西　村　キミ子 94 3.  6
　〃 吉井 本　間　吉　一 71 3.  8
　〃 千種 駒　形　春　次 79 3.  9
　〃 金井新保 堀　口　ハ　ツ 103 3.  9
　〃 金井新保 川　原　トミヨ 93 3.21
　〃 中興 風　間　ミ　ス 93 3.23
　〃 貝塚 山　川　フ　ミ 90 3.24
新　穂 新穂瓜生屋 石　川　　　　 89 3.  6
　〃 新穂北方 相　田　正　弘 84 3.  8
　〃 新穂瓜生屋 本　間　　　敏 83 3.16
　〃 新穂大野 池　野　　　滋 76 3.30
畑　野 宮川 鈴　木　一　枝 88 3.17
　〃 宮川 本　間　ス　エ 95 3.23
　〃 宮川 永　田　陽　子 69 3.29
　〃 目黒町 本　間　俊　丸 71 3.29
真　野 竹田 遠　藤　千代治 89 3.18
　〃 吉岡 本　間　孝　治 72 3.25
　〃 真野新町 五　島　一二三 91 3.26
　〃 西三川 福　田　八重子 72 3.27
　〃 豊田 本　間　好　幸 71 3.28
　〃 真野 一　條　國　憲 71 3.30
　〃 西三川 山　本　チヱ子 88 3.31
小　木 沢崎 坂　本　オ　キ 95 3.  2
　〃 琴浦 影　山　清　治 80 3.12
　〃 小木町 中　野　雅　行 71 3.13
　〃 宿根木 藤　本　上　一 93 3.25
　〃 田野浦 本　間　竣　一 80 3.25
　〃 小比叡 青　栁　憲　昇 80 3.26
羽　茂 羽茂本郷 山　田　　　㓛 92 3.  4
　〃 羽茂飯岡 伊　藤　フ　サ 97 3.  8
　〃 羽茂大橋 春　日　末　松 93 3.12
　〃 羽茂大橋 藤　井　カ　ヨ 91 3.12
　〃 羽茂村山 氏　井　芳　雄 87 3.20
　〃 羽茂小泊 岡　﨑　潤　美 73 3.23

地 区 名  住 所 名  氏　　　　名  年 　 齢 ご 命 日

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

両　津 加茂歌代 中　川　蒼　都 修一 2.27
　〃 加茂歌代 林　　　玖　蘭 幹郎 2.28
　〃 梅津 山　口　芽　愛 元気 3.  5
　〃 加茂歌代 岩　﨑　想　士 陽平 3.19
　〃 住吉 木　村　優　杏 晃雄 3.20
相　川 二見 岩　﨑　咲　花 遥一 3.22
佐和田 中原 鈴　木　梨　央 大地 3.  2

佐和田 河原田本町 山　中　　　空 彰久 3.  5
　〃 上矢馳 佐　藤　あいり 恭介 3.16
　〃 八幡 本　間　楓　花 和也 3.20
金　井 千種 小　泉　太　陽 考史 3.  3
　〃 千種 堀　田　悠　真 真之介 3.19
畑　野 栗野江 髙　崎　勇　護 法湛 3.20
真　野 吉岡 臼　木　志　龍 健司 3.  4
　〃 豊田 菊　地　凜　人 開 3.14

（あおと）

（くらん）

（めう）

（そうし）

（ゆあ）

（さら）

（りお）

（そら）

（あいり）

（ふうか）

（たいよう）

（ゆうま）

（ゆうご）

（じよん）

（りと）
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戸籍の窓 3.3～3.31届出
※承諾いただいた方のみ掲載しています。

市民福祉部市民生活課　戸籍係　☎６３－５１１２

地区名 男 女 合計 世帯数
両 津 5,968（-52） 6,508（-45） 12,476（-97） 5,492（-35） 
相 川 3,026（-33） 3,239（-27） 6,265（-60） 2,933（-17） 
佐和田 4,146（-59） 4,413（-45） 8,559（-104） 3,987（-49） 
金 井 3,046（-48） 3,266（-17） 6,312（-65） 2,721（-34） 
新 穂 1,775（-14） 1,893（-11） 3,668（-25） 1,650（-10） 

地区名 男 女 合計 世帯数
畑 野 1,992（  4） 2,231（ -2） 4,223（   2） 1,804（ 1） 
真 野 2,261（-20） 2,490（-19） 4,751（-39） 1,878（-1） 
小 木 1,357（-10） 1,406（-10） 2,763（-20） 1,130（ 0） 
羽 茂 1,571（-12） 1,725（-14） 3,296（-26） 1,233（-5） 
赤 泊 1,178（  -2） 1,165（ -3） 2,343（  -5） 887（ 4） 

○人口と世帯数　3月31日現在　かっこ内の数値は前月からの増減
佐渡市　男 26,320人（-246人）女 28,336人（-193人）合計 54,656人（-439人）世帯数 23,715世帯（-146世帯）



中央図書館　☎63-2800

図書館だより

すてきな文化が
受け継がれることを願い！

岩首集落担当　服部　綾子

お問い合わせ 産業観光部地域振興課　地域振興係
 ☎６３―４１５２

　３月２日、岩首集落で「しんこを作ろう会」を開催しました。昔は各家
庭で作られていた「しんこ」ですが、最近は作る機会が少なくなったと聞
きました。皆さんが持参したおこし型は亀や鯛、桃などいろいろあり、見
ているだけでも楽しくなりました。

　おしゃべ
りも弾み、
和気あい
あいと作り
ました。出
来上がったしんこは、ほんのり甘く、懐かしさを感じ
るものでした。　
　この素敵な文化がこれからも受け継がれてほしい
と思います。

図書館・図書室の多くの方のご利用ありがとうございます
　平成 30 年度に市の図書館や図書室をご利用いただいた人数と貸出冊数は、前年度と比べて大幅に増加
しました。増加の理由は、平成 30 年４月からの祝日開館などで利用がしやすくなったことなどが考えら
れます。
　各図書館・図書室でさまざまなイベントなども開催していますので、ぜひ、ご利用ください。

来館者数（単位：人） 貸出冊数（単位：冊） 貸出人数（単位：人）
30 年度 前年度からの増減 30 年度 前年度からの増減 30 年度 前年度からの増減

図
書
館

中 央 65,832 3,869 85,638 7,436 22,860 2,016
両 津 16,540 5,580 39,342 3,241 9,610 1,407
小 木 10,440 △ 759 30,352 △ 2,203 6,851 △ 198
さわた 14,980 659 42,749 △ 1,149 10,114 187
真 野 16,295 △ 471 27,671 1,847 6,584 345

図
書
室

相 川 4,761 1,822 8,636 2,729 3,090 1,035
新 穂 7,176 4,009 11,481 5,528 3,001 1,296
畑 野 1,693 102 2,801 218 965 102
羽 茂 7,898 396 20,444 480 5,599 267
赤 泊 3,586 940 6,687 1,779 1,956 438

合　計 149,201 16,147 275,801 19,906 70,630 6,895
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佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、イベント・くらしの情報

　アドレス sado@mpx.wagmap.jp に空メールするか、 QR 
コードで読み取ってください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必
ず「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ　総務部総務課広報戦略室�
　　　　　　　情報政策係　☎６３―５１３９

「友だち追加」待っています！

佐渡市公式LINE＠アカウント開設
　観光やイベント、文化芸術などの市の情報をお届けします。

アカウント名　佐渡市役所
LINE ID　@ksp2645h
お問い合わせ　�総務部総務課広報戦略室�

広報広聴係　☎６３―５１３９

開所記念シンポジウム
　「地域と共につくりあげる自然共生科学拠点」「サテライト大学運営」の先進的モデルを構築するため、佐渡に
ある新潟大学の３つの施設を統合した、新潟大学佐渡自然共生科学センターが４月１日に発足しました。
　開所を記念したシンポジウムを中静透さん（総合地球環境学研究所特任教授）、中嶋朋子さん（女優、ナレーター、
エッセイスト）をお招きして開催します。

日 時　６月２日㈰　午後１時 30 分～４時 15 分（受付 12 時 30 分から）
会 場　あいぽーと佐渡
定 員　250 人
その他　 入場無料で、お申し込みは不要

です。
お問い合わせ
　 新潟大学佐渡自然共生科学センター 

事務室（トキ交流会館内） 
☎２２―３８８５

　日本を代表する民俗学者・宮本常一は、
佐渡で多くの写真を残しています。とりわけ
宮本がこだわったのが民具や道具です。
　今回は、モノを通して見える昭和30～40
年代の暮らしの写真を集めました。ノスタル
ジー溢れる空間をお楽しみください。

会 場　佐渡博物館
開館時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時
入 場 料　大人500円、小・中学生200円
お問い合わせ
　佐渡博物館　☎５２―２４４７

７月15日（月・祝）まで
開催中！

新潟大学佐渡自然
共生科学センター

中静　透さん 中嶋　朋子さん




